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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月29日(2016.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の輝度ダイナミックレンジに対応する画像符号化を第２の輝度ダイナミックレンジ
出力画像に復号する方法であって、前記画像符号化は、ハイダイナミックレンジシーンの
オリジナル画像の符号化画素であり、前記方法は、
－所定のトーンマッピング戦略により、前記画像符号化内の画素の少なくともルマを、前
記第２の輝度ダイナミックレンジに対応する中間画像内の画素のルマにトーンマッピング
するステップと、
－前記中間画像の少なくとも一部の画素のルマに所定の乗算係数を掛けることにより当該
ルマを変更し、前記出力画像を得るステップと
を含み、
　前記所定の乗算係数は、前記第１の輝度ダイナミックレンジから前記第２の輝度ダイナ
ミックレンジへの前記トーンマッピングの補正を得るための、前記中間画像の前記少なく
とも一部の画素のルマに適用されるべき乗算補正を表す、画像符号化を復号する方法。
【請求項２】
　前記第１の輝度ダイナミックレンジは、典型的には５００ニット以下のレンジのピーク
輝度に対応するローダイナミックレンジであり、前記第２の輝度ダイナミックレンジは、
少なくとも７５０ニットのピーク輝度を有するハイダイナミックレンジである、請求項１
に記載の画像符号化を復号する方法。
【請求項３】
　前記所定の乗算係数は、前記画像符号化に関連付けられたメタデータ内に保存され、前
記復号する方法は、前記メタデータにおいて、空間領域のために前記メタデータ内に少な
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くとも１つの乗算係数が符号化されている前記画像符号化の当該空間領域を定める情報を
読み取るステップを含み、前記空間領域の幾何学形状が前記メタデータ内に符号化されて
いる、請求項１又は２に記載の画像符号化を復号する方法。
【請求項４】
　前記所定の乗算係数は、画素又は画素のグループ毎に乗算係数を備える乗算係数アレイ
内に含まれ、前記アレイは前記空間領域幾何学形状の符号化に対応して定められる、請求
項３に記載の画像符号化を復号する方法。
【請求項５】
　前記乗算係数アレイ内の前記乗算係数は、定義テーブルのインデックスとして符号化さ
れ、前記定義テーブルは前記インデックスに対する実際の乗算係数を保持する、請求項４
に記載の画像符号化を復号する方法。
【請求項６】
　前記定義テーブルは、前記定義テーブルと共に例えば特定の画像ショット等どのような
ルマ変更の場合に前記定義テーブルが使用されるべきかを特徴付ける記述子に関連付けら
れる、請求項５に記載の画像符号化を復号する方法。
【請求項７】
　前記復号は更にウィンドウタイプを読み取り、前記ウィンドウタイプは、そのウィンド
ウタイプに関連付けられた空間領域が、当該ウィンドウタイプに対応する記述子に関連付
けられた定義テーブルによって符号化された乗算係数を有することを示す、請求項６に記
載の画像符号化を復号する方法。
【請求項８】
　前記中間画像の少なくとも一部の画素のルマを変更する前記ステップは、前記乗算を、
前記出力画像のローカル平均輝度が前記中間画像のローカル平均輝度から所定の割合のず
れ内に含まれる乗算戦略に制約する態様で実行される、請求項１又は２に記載の画像符号
化を復号する方法。
【請求項９】
　前記乗算係数がそのような制約された乗算に関連して定められることを示すタイプ値が
読み取られる、請求項８に記載の画像符号化を復号する方法。
【請求項１０】
　前記乗算係数は、一連の１次元又は２次元位置座標にわたる乗算係数の関数的定義とし
て前記メタデータから読み取られる、請求項１又は２に記載の画像符号化を復号する方法
。
【請求項１１】
　ハイダイナミックレンジシーンのオリジナル画像を第１の輝度ダイナミックレンジに対
応する画像符号化として符号化する方法であって、
－所定のトーンマッピング戦略により、前記画像符号化内の画素の少なくともルマを第２
の輝度ダイナミックレンジに対応する中間画像内の画素のルマにトーンマッピングするス
テップと、
－前記中間画像内の画素カラーと指定された第２の画像の画素カラーとの間の差を分析す
ることにより、前記中間画像の少なくとも一部の画素のルマに掛けるための乗算係数を決
定するステップであって、前記所定の乗算係数は、前記第１の輝度ダイナミックレンジか
ら前記第２の輝度ダイナミックレンジへの前記トーンマッピングの補正を得るための、前
記中間画像の前記少なくとも一部の画素のルマに適用されるべき乗算補正を表す、ステッ
プと、
－画像信号内に前記画像符号化、前記トーンマッピング戦略を指定するデータ、及び前記
乗算係数を指定するデータを符号化するステップと
を含む、ハイダイナミックレンジシーンのオリジナル画像を符号化する方法。
【請求項１２】
　前記第１の輝度ダイナミックレンジは、典型的には５００ニット以下のレンジのピーク
輝度に対応するローダイナミックレンジであり、前記第２の輝度ダイナミックレンジは、
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少なくとも７５０ニットのピーク輝度を有するハイダイナミックレンジである、請求項１
１に記載のハイダイナミックレンジシーンのオリジナル画像を符号化する方法。
【請求項１３】
　－第１の輝度ダイナミックレンジに対応する画像符号化を取得するためのデコーダと、
－トーンマッピング戦略の指定を取得して、前記トーンマッピング戦略を前記画像符号化
に適用することにより、第２の輝度ダイナミックレンジに対応する中間画像を生成するた
めのトーンマッパーと、
－少なくとも１つの乗算係数を含む乗算係数データを取得して、前記少なくとも１つの乗
算係数を前記中間画像内の少なくとも１つの画素のルマと掛け合わせることにより、出力
として出力画像を生成する画素カラー変更部と
を含み、
　前記少なくとも１つの乗算係数は、前記第１の輝度ダイナミックレンジから前記第２の
輝度ダイナミックレンジへの前記トーンマッピングの補正を得るための、前記中間画像の
前記少なくとも１つの画素のルマに適用されるべき乗算補正を表す、ＨＤＲ画像復号装置
。
【請求項１４】
　－ハイダイナミックレンジシーンのオリジナル符号化を取得するための入力部と、
－前記オリジナル符号化を第１の輝度ダイナミックレンジに対応する画像符号化に変換す
るための、及び、前記画像符号化をトーンマッピングデータ内に符号化されたトーンマッ
ピング戦略を用いてトーンマッピングすることにより、第２の輝度ダイナミックレンジに
対応する中間画像を決定するためのグレーディングマネージャーと、
－前記中間画像を指定された第２の画像と比較し、両画像間の差に基づき、前記中間画像
の少なくとも１つの画素のルマと掛け合せられると、前記中間画像内の画素のカラーより
前記第２の画像内の対応する画素のカラーに近い出力画像の最終的画素カラーを生成し、
これにより、前記第１の輝度ダイナミックレンジから前記第２の輝度ダイナミックレンジ
への前記トーンマッピングの補正を得る、乗算補正を表す少なくとも１つの乗算係数を含
む乗算係数データを導出するためのグレーディング差比較器と、
－前記画像符号化、前記トーンマッピングデータ、及び前記乗算係数データを出力画像信
号内に符号化するための符号化ユニットと
を含む、ＨＤＲ画像符号化装置。
【請求項１５】
　人間のカラーグレーダーが少なくとも前記画像符号化及び前記トーンマッピング戦略を
決定することを可能にするためのユーザーインターフェイスユニットを含む、請求項１４
に記載のＨＤＲ画像符号化装置。
【請求項１６】
　－第１の輝度ダイナミックレンジに対応する画像符号化と、
－前記画像符号化を第２の輝度ダイナミックレンジに対応する中間画像にトーンマッピン
グするために使用されるトーンマッピングデータと、
－前記中間画像内の少なくとも１つの画素のルマと掛け合わせるために使用される少なく
とも１つの乗算係数を含む乗算係数データと
を含み、
　前記少なくとも１つの乗算係数は、出力画像をもたらす、前記第１の輝度ダイナミック
レンジから前記第２の輝度ダイナミックレンジへの前記トーンマッピングの補正を得るた
めの、前記中間画像の前記少なくとも１つの画素のルマに適用されるべき乗算補正を表す
、ＨＤＲ画像信号
を含むデータを保存可能な、例えばＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク等のポータブル
データデバイス。
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